
令和７年度 第 1層協議体 第 1回会議 会議録 

 

日  時 令和７年５月９日（金）午後３時～午後４時３０分 

場  所 大田原市役所 ３０１・３０２会議室 

出席委員 １５名（名簿の通り） 

事 務 局 ４名（阿見高齢者幸福課長、高齢支援係 猪瀬係長・小泉副主幹・新井） 

資  料 会議次第 

     名簿 

     資料１   生活支援体制整備事業について 

     資料２   第１層生活支援コーディネーターの活動について 

     資料３   令和６年度事業報告について・令和７年度事業計画について 

     別紙    地域支援事業の全体像（松本委員提供資料） 

内  容 

１ 開会 

２ 委嘱状交付 

松本保健福祉部長から、名簿の出席者１５名への委嘱状交付が行われた。なお、欠

席者２名については後日交付することとした。 

３ あいさつ 

４ 自己紹介 

５ 委員長・副委員長の選任 

   大田原市生活支援体制整備事業に係る協議体運営要綱第５条の規定により、「委

員長は委員の互選により選出する」こととなっているが、委員から特に意見がなか

ったため、事務局案として委員長として細井直人委員を提案し、承認された。副委

員長については委員長の指名により、立山真理委員が選出された。 

６ 議題 

（１）生活支援体制整備事業について【説明：事務局】 

委員が改選されたことに伴い、資料１の通り大田原市の状況や国の動き、地域包括

ケアシステム、本事業の内容について事務局から説明した。 

【意見】 

〇松本委員 

資料１の７ページ（介護予防事業の再編）について詳細をお伝えしたい。 

別紙として提供した資料に、地域支援事業に係る介護保険制度の改正前と改正後が

記載されている。改正前は、社会が高齢化し、働く世代が少なく、介護保険存続でき

ないのではという懸念があったため、改正後に包括的支援事業として生活支援体制整

備事業が始まり、協議体やＳＣの設置がなされている。 



住み慣れた地域で生活をし続けるのにはどうしていったらいいのかを考えるため、

第２層にもＳＣが設置され、大田原市社会福祉協議会とともに頑張って地域づくりに

取り組んでいる。 

自分でできることは自分で、出来ないことは地域みんなで話し合って解決の道を探

るのがこの協議体である。  

今後、話し合える機会をたくさん持ちたいと考えている。 

（２）第１層生活支援コーディネーターの活動について【説明：第 1層ＳＣ】 

第 1 層ＳＣから、資料２を基に、令和６年度の活動実績と令和７年度の活動予定に

ついて説明がされた。昨年度までの活動を継続するとともに、ほほえみセンターなど

既存組織との関係強化や高齢者のＩＣＴを活用した見守りに関する調査研究を行う予

定となっている。 

なお、事務局から補足として、第 1 層ＳＣは第 1 層協議体で検討、決定した方針に

連動して活動することとなるが、本年度は委員改選初年度であるため、事務局が先行

してテーマを設定したことについて説明を行った。 

また、第 1 層ＳＣの活動については、毎回の第 1 層協議体会議において報告を行い、

協議体で議論、提案、支援の検討などを行っていく旨も説明を行った。 

【意見】 

〇松本委員 

令和７年度活動予定において、令和６年度で実施していたインフォーマルサービス

の拡充の記載が無くなっている。高齢者は自分で決める、決定することが生きる力と

なるので、今後もこの場で協議していきたいと思っている。令和７年度の計画に記載

していただきたい。 

→【事務局回答】 

インフォーマル冊子の配布など活動は継続していく。インフォーマルサービスは

介護保険ではない、助け合いで提供されているサービスなので、協議体ですり合わ

せて議論していきたい。 

〇立山副委員長 

地域包括支援センターで行っている居場所へは第 1 層ＳＣも参加している。各地域

で居場所活動が行われているが、参加しているだけではなく、そこへのかかわり方に

ついても考えてもらいたい。地域づくりについて、ＳＣの力を借りていけたらと考え

ている。 

（３）令和６年度事業報告について（４）令和７年度事業計画について【説明：事務局】 



議題（３）と（４）について、資料３をもとに、一括で事務局から説明を行った。 

   また、補足として、予定している事業がどのような効果があって、それをどのよう

に地域におろしていくのかも秘められたテーマとしていることや、委員の所属する組

織と連携できないか、継続してみんなが集まるイベントにするにはどうしたらよいか、

忌憚のない意見、評価、議論をしていきたい旨説明を行った。 

【意見】 

〇福原委員 

  説明のあったイベント「サマービューティーヘルスセミナー」は、特別養護老人ホ

ームに入所している方でも参加は可能か。 

また、施設職員や入所者が参加できるのであれば 大田原歳介護サービス事業者連

絡協議会や大田原市ケアマネジャー連絡協議会などで周知しても良いか。 

→【事務局回答】 

車いすで介助者がいるのであれば参加は可能である。 

    広報周知については広報や記者発表も予定しているので、広く周知は可能。 

【結果】 

   事務局説明の通り承認された。 

（５）その他 

【意見】 

〇細井委員長 

   協議体委員の名簿に１７名記載されているが、所属組織もバラエティに富んでいる

ため、横連携も含めて協議体を活発にしていきたい。生活支援体制整備事業はイベン

トだけでなく、生活を支援するための協議体なので、生活を支えることをさらに議論

していきたい。 

７ 事務連絡 

・次回の会議は令和７年７月１１日（金）１５：００から市役所本庁舎１０２会議室

で実施する予定。 

８ 閉会 



 

ささえ愛おおたわら助け合い事業 

第１層協議体会議（令和７年度第１回） 

と き：令和 7年 5月 9日(金) 15：00～16：30 

ところ：本庁舎 301・302 会議室 

 

１ 開会 

２ 委嘱状交付 

３ あいさつ 

４ 自己紹介 

５ 委員長・副委員長の選任 

６ 議題 

（１）生活支援体制整備事業について 

 

 

（２）第１層生活支援コーディネーターの活動について 

 

 

（３）令和６年度事業報告について 

 

 

（４）令和７年度事業計画について 

    

 

（５）その他     

 

 

７ 事務連絡 

・次回会議開催予定日  令和７年７月１１日（金）１５：００～を予定 

                          １０２会議室 

 

８ 閉会 
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新規

NO 氏　名 選出団体・所属団体 備考

1
飯島
いいじま

　有香
ゆうか 第１層生活支援コーディネーター

2
神長
かみなが

　裕子
ひろこ 第１層生活支援コーディネーター

3 立山
たてやま

　真理
　まり

地域包括支援センター

4 小野
おの

　珠江
たまえ

社会福祉法人大田原市社会福祉協議会　地域福祉係主事

5 平久江
ひらくえ

　徳
のり

昭
　あき

大田原市区長連絡協議会

6 鈴木
すずき

　隆一
りゅういち

第２層生活支援コーディネーター

7 青木
あおき

　鉱
ひろこ

子 第２層生活支援コーディネーター

8 福原
ふくはら

　健治
けんじ

介護サービス事業者連絡協議会長

9 清水
しみず

　信行
のぶゆき

大田原商工会議所

10 細井
ほそい

　直人
なおと 有識者（第１層協議体委員長経験者、理学療法士、

一般社団法人栃木県リハビリテーション専門職協会）

11 濱野
はまの

　将行
まさゆき

有識者（一般社団法人えんがお）

12 松本
まつもと

　町子
まちこ

有識者（第1層SC経験者）

13 菊池
きくち

　智子
ともこ

川西高齢者ほほえみセンター会長

14 小藤
こふじ

　小百合
さゆり

大田原シルバー人材センター

15 手塚
てづか

　栄之
しげゆき

危機管理課　地域安全係

16 中村
なかむら

　哲也
てつや  国際医療福祉大学　医療福祉・マネジメント学科

 講師

17 新井
あらい

　智幸
ともゆき

学校教育課　指導主事

大田原市生活支援体制整備事業（ささえ愛おおたわら助け合い事業）
に係る　第１層協議体委員名簿

Ｒ7.4.1現在

委員任期：令和７年４月１日から令和１０年３月３１日まで
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令和7年第1回大田原市第一層協議体資料

生活支援体制整備事業について

令和７（２０２５）年５月９日（金）

大田原市高齢者幸福課高齢支援係

1
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１．大田原市の人口(全体像）

※出典：栃木県「栃木県毎月人口調査年報」

(2015年) (2016年) (2017年) (2018年) (2019年) (2020年) (2021年) (2022年) (2023年)

2

(2024年)

75,474 
75,103 

74,593 

74,019 

73,508 

72,087 
71,864 

71,172 

70,471 

69,712 

65,000

67,000

69,000

71,000

73,000

75,000

77,000

平成２７年 平成２８年 平成２９年 平成３０年 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年

大田原市の人口推移（１０月１日現在）



２．大田原市の人口（地域別)

※ 単位：人 出展：大田原市ホームページ掲載の「住民基本台帳人口」（住民基本台帳に登録されている人口を地区別に集計したものです。）

3

地区名

平成26(2014)年10月1日

地区名

令和6(2024)年10月1日 （2014年⇒2024年）

男性 女性 合計 男性 女性 合計 人口増減数 変動率

大田原地区 14,148 14,501 28,649 大田原地区 14,538 15,046 29,584 935 3.26%

金田地区 6,604 6,577 13,181 金田地区 6,117 6,093 12,210 -971 -7.37%

親園地区 2,495 2,583 5,078 親園地区 2,186 2,241 4,427 -651 -12.82%

野崎地区 3,002 3,063 6,065 野崎地区 3,013 3,003 6,016 -49 -0.81%

佐久山地区 1,287 1,353 2,640 佐久山地区 1,033 1,034 2,067 -573 -21.70%

【大田原地区合計】 27,536 28,077 55,613 【大田原地区合計】 26,887 27,417 54,304 -1,309 -2.35%

湯津上地区 2,354 2,329 4,683 湯津上地区 1,975 1,848 3,823 -860 -18.36%

【湯津上地区合計】 2,354 2,329 4,683 【湯津上地区合計】 1,975 1,848 3,823 -860 -18.36%

黒羽地区 2,058 2,041 4,099 黒羽地区 1,660 1,580 3,240 -859 -20.96%

川西地区 2,452 2,448 4,900 川西地区 1,862 1,928 3,790 -1,110 -22.65%

両郷地区 1,120 1,198 2,318 両郷地区 902 916 1,818 -500 -21.57%

須賀川地区 886 888 1,774 須賀川地区 617 611 1,228 -546 -30.78%

【黒羽地区合計】 6,516 6,575 13,091 【黒羽地区合計】 5,041 5,035 10,076 -3,015 -23.03%

合計 36,406 36,981 73,387 合計 33,903 34,300 68,203 -5,184 -7.06%



4

３．平均寿命と健康寿命



組織も高齢化
しちゃうの？

●高齢者が増える ●働き盛りの世代が減る

支援を必要とする人が増える 支援する人が減る

これまで当たり前に提供されてきた

もの・ことが足りなくなる！

どうしよう？？？
やってくれる人が
居ない？

？

5

４．これからの社会に起こること



住み慣れた地域の中で

いつまでもいきいきと

安心して暮らせるまち

地域包括ケアシステムの深化・推進

地域共生社会の実現

必要な人に、必要な支援が届く体制

人と人、人と社会がつながり、一人ひとりが役割
をもち、助け合いながら暮らしていく社会

6

５．あんしんプラン第９期計画

大田原市高齢者福祉計画・介護保険事業計画（あんしんプラン）



7

６．地域包括ケアシステムへの転換

出典：厚生労働省資料「地域支援事業実施要綱等改正について」P18



8

７．「地域をデザインする」

出典：厚生労働省資料「地域支援事業実施要綱等改正について」P23



9

８．地域包括ケアシステムの実現に向けて

出典：厚生労働省資料「地域支援事業実施要綱等改正について」P18



介護度の重い方・専門的な支援の必要な高齢者は

→ 適切なプロのサービスへ

まだ元気だけれど生活や健康に少し不便・不安の

出てきた高齢者は

→ 地域（ＮＰＯ・ボランティア・住民の団体・民間事業
者等） の中で生活する(早期発見)

■フォーマルサービス
公的機関や制度に基づく専門職によるサ
ービスや支援。介護保険サービスや市の行
うサービスはこれに位置づけられる。

■インフォーマルサービス
家族や友人、地域住民、ボランティアなど
が行う非公式なサービスや支援。

◎問題をいかに早く発見し、プロフェッショナルへつなげるか

◎足りないサービスをインフォーマルサービスで供給できないか。

◎将来に向けて高齢者が生活する地域の生活基盤を作れないか。

10

１０．地域包括ケアシステムの別の見方
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１１．大田原市の生活支援体制整備事業（１）



12

１２．大田原市の生活支援体制整備事業(2)

14名

17名
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１３．協議体の活動

(ア) 目的

① 地域課題に関する議論の場となる。

② 生活支援コーディネーターが行うコーディネート業務を支援する。

③ 多様な主体間の情報共有及び連携・協働を推進する。

(イ) 役割

A) 生活支援コーディネーター（地域支え合い推進員）の組織的な補完

B) 地域ニーズ、既存の地域資源の把握、情報の可視化の推進（実態調

査の実施や地域資源マップの作成等）

C) 企画、立案、方針策定を行う場（生活支援・介護予防サービスの担

い手養成に係る企画等を含む。）

D) 地域づくりにおける意識の統一を図る場

E) 情報交換の場、働きかけの場等



（１）生活支援コーディネーター（地域支え合い推進員）※ＳＣと略すこともあります。

本市では、第１層（市町村区域）に２名、第２層（日常生活圏域）に１４名配置さ
れており、地域内の多様な主体による様々な取組に対して、下記の３つの項目に関す
るコーディネート活動を行います。

①第１層 主に市全域で活動し、市全体の課題解決に取り組みます。
②第２層 日常生活圏域１２地区単位で設置され、協議体の運営や地域の具体的な課題解決に取り組みます。

※本市の場合、第2層生活支援コーディネーターは見守り隊主任を兼務しており、見守り隊活動と
連携して活動しています。

資源開発
・地域に不足するサービスの創出
・サービスの担い手の養成
・高齢者などが担い手として活動
する場の確保など

ネットワーク構築
・関係者間の情報共有
・サービス提供主体間の連携の体
制づくりなど

ニーズと取組の
マッチング

・地域の支援ニーズとサービス提
供主体の活動のマッチングなど

（２）協議体
多様な関係主体間の定期的な情報共有及び連携・協働による地域づくり活動を推進

するため、市において第１層協議体、日常生活圏域１２地区単位で第２層協議体を設
置しています。第２層協議体は、自治会長、民生委員、見守り隊長、地域包括支援セ
ンター等の関係者により構成されています。

補完

14

１４．生活支援コーディネーターの活動



第１層生活支援コーディネーターの活動について

神長 裕子

飯島 有香

1
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令和６年度の活動内容

1.第１層協議体テーマへの取り組み

・移動販売

・官民連携

2.インフォーマルサービスの拡充

3.通いの場(カフェ・サロン)の新規設立への

相談支援や働きかけ

2



令和６年度の活動内容

NO. 活動種別 活動件数 主な内容

1 地域資源開発 17 民間企業の地域貢献への協力の掘り起こし

2 通いの場 訪問・情報共有・運営支援 94 既存サロンの活動内容の確認と助言による運営の支援

3 通いの場 設立誘導・設立支援 37 サロンの新規設立への勧誘や支援

4 支援支援・移動販売 20 居場所におけるデマンド交通に関しての他課への確認・調整

5 冊子 56 冊子への既存・新規掲載団体の調査、冊子配布協力企業との連携

6 企業連携 事業・情報共有 47 ㈱しまむらの支援サービス「しまサポ」の活用支援

7 介護事業所 情報共有 22 介護専門職との地域資源や地域貢献に関する情報共有

8 会議・研修・調査・イベント 113 関東信越厚生局地域ケア事例研究会

9 地域・関係機関との情報提供・支援 77 社協・包括・地縁団体等との情報交換と支援

10 他市との情報共有 7 那須地区SC情報連絡会の発足

3



令和６年度の活動内容

第1層協議体テーマへの取り組み

官民連携・・・株式会社しまむら「しまサポ」買い物ツアー

4

高齢者買い物支援

 高齢者が自分で服を選ぶ喜びと
交流のうれしさを実感し、地域
活動の参加意欲に繋がった。



令和７年度の活動予定

①既存の組織との関係強化

⇒ほほえみセンター・老人クラブ・ささえ愛サロン

②高齢者ICT活用の推進

⇒スマホ教室やデジタル見守り化

③昨年度の継続

⇒地域企業連携や居場所の支援

5



既存組織のついて
 高齢者ほほえみセンターとは

今年度は、訪問時に各ほほえみセンター毎の調査票を作成し、課題点等

を割り出し、改善に向けた取り組みを行い、ほほえみセンターを活性化す

るために、新規利用者の獲得に向け各地縁組織への調査を行っていきます。

 老人クラブとは

老人クラブ活動の多様化を図るため、従来の概ね自治会を単位とした地縁的な組織

ばかりでなく、「知縁」による価値観を共有する高齢者が「地域を超えて横断的な

組織活動」が出来るように支援をしていきます。

 ささえ愛サロンとは

年齢や心身の状況等を問わず、だれもが参加することのできる場を「通いの場」の

さらなる拡充を目指して、今後も事業を推進していき、第1層協議体において進捗確認を

実施し、必要に応じて制度の見直しを図っていきます。

6



ほほえみセンター・老人クラブ実績
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①既存の組織と関係強化

8第１層SC 第２層SC

関係強化

企業連携
既存組織
地域資源開拓

ほほえみセンター
ささえ愛サロン
老人クラブ

良い地域づくりを目指して「つながって」



②高齢者のICT活用の推進
⇒スマホ教室やデジタル見守り化

9

健康維持
生活の質向上

住民相互の支え合い
体制の充実・強化

家族との
コミュニケーション

高齢者の
社会参加促進



③昨年からの継続
⇒地域企業連携や居場所の支援

10

ご協力の程、よろしくお願いいたします。

官民事業
しまむら買い物ツアー

地域の割り出し

地域の支援と
取組のマッチング

居場所支援
新規設立への相談

補助金の相談
活動方法
広報の支援
開設時お手伝い

生きがい作り活動の創出



第１層協議体会議 令和7年5月7日（金）

• 令和６年度事業報告について

• 令和７年度事業計画について

大田原市 高齢者幸福課
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• 宇都宮市における重層的支援体制整備事業

• 資生堂 那須工場見学

• 災害時に備える防災スキルアップセミナー

• 災害時に備える防災スキルアップセミナー アンケート結果

• 資生堂いきいき美容教室 「えんがお」

• 資生堂いきいき美容教室 「川西高齢者ほほえみセンター」
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第１回会議 令和６年５月３１日

 令和５年度事業報告について

 令和６年度事業計画について

 ウエルシア薬局の移動販売について

第２回会議 令和６年８月３０日

 移動支援について

 ICTの活用について

 民間企業との連携事業について

 第１層と第２層協議体の意見交換会について

 視察研修とイベントの開催について

いっそう にそう つながる会 令和６年１０月２日

 事例検討

 第１層の活動について

第３回会議 令和６年１０月１１日

 イベント「災害時に備える防災スキルアップセミナー」について

 視察研修について

 「いっそう にそう つながる会」を受けての検討

宇都宮市視察研修 令和６年１０月１８日

 重層的支援体制整備事業の概要と仕組みについて

 生活支援体制整備事業と重層的支援体制整備事業の繋がりにつ
いて

第１層協議体の活動について

第４回会議 令和６年１２月２０日

 イベント「災害時に備える防災スキルアップセミナー」について

 民間企業との連携事業について

ファッションセンターしまむら→ しまサポを活用したお買い物支援

資生堂ジャパン株式会社→ いきいき美容教室

まちなかカフェの開催

①スターバックスコーヒー大田原美原店②ドトールコーヒー大田原若草店

③マクドナルド400大田原店

 高齢者の友達づくり「アクティブシニアおおたわら」について

災害時に備える防災スキルアップセミナー開催 令和７年２月７日

 会場 那須与一伝承館

 入場者数 １６０名

 目的 自助から学ぶ災害時のささえあい（互助）について考える機会とな

るよう、そして、市民の防災意識の向上のために防災に関するセミ

ナーを開催する。

第５回会議 令和７年３月７日

 イベント「災害時に備える防災スキルアップセミナー」でのアンケート
結果について

 民間企業との連携事業について

 ICTの活用について結果報告

１



大田原市のささえ愛おおたわら助け合い事業（生活支援体制整備事業）は、第１層協議体は市全域について、
第２層協議体は地区ごとの特性に応じた取り組みへの協議を進めている。
この会では、定期的に第１層・２層で交流し、情報共有の機会を持つことでお互いの役割を知り、さらに協働
しながら支え合いの地域づくり、広くは地域共生社会を推進することをねらいに開催する。

２



宇都宮市視察研修
令和６年１０月１８日
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2024.12.20資生堂那須工場見学
大田原市の優れた水質の地下水をさらに精製し、化粧品に使用します。また、電力は、栃
木県のサポートのもと「とちぎふるさと電気」を採用し、CO₂フリーの電力を使用し、環境に
も優しい工場を実現しています。
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災害時に備える防災スキルアップセミナー
令和７年２月７日開催【会場：那須与一伝承館 入場者数：１６０名】

第１層協議体の活動について ５



 アンケート結果（自由意見から抜粋）

災害時に備える防災スキルアップセミナー第１層協議体の活動について

 地域の防災活動内容について、理解促進が図られた。

 防災意識を高めて日頃から災害に備えて行動できるようにすることを心がけることにつながった。

 防災訓練に参加する際は、地震や火災、河川洪水など具体的な災害状況を想定し、しっかりと防災意
識を持って取り組むことが重要だと確認することができた。

自由記載

80代 男性 地域の防災意識の高揚向上に役立つ事例紹介は大変参考になった。

40代 女性 各自治体の自主的な活動を知られて良かったです。

60代 男性 人の繋がりの重要性を再認識しました。

30代 女性 自分のいる自治会でも、今回の研修の内容を地域の住民で聞いて、防災の意識を高めたい

50代 女性 地域の力を感じる発表でした。もっと多くの人に活動内容が知られると良いと思います。

30代 男性 防災から地域のつながりができることが勉強になった。

30代 女性 第1部・第2部ともにとても参考になるお話を聞けました。

10代 女性
小・中・高校の生徒たちが防災に深くかかわれるような行事、イベントがもっとあるといいかもしれないと思った。
また、要避難支援者へはどのように対応するのか気になった。

60代 女性 2部の活動、素晴らしかった。参考になる。

60代 女性
実際を経験した活動をもとに発表は良かった。子供たちが率先してやったのは素晴らしい。防災訓練は実践が何より
大切ですね。ベッドなど防災具の費用等教えてくれる方はなかなかいないので、よいところをついていると思いまし
た。一番肝心なことですね。AED、三角巾、出血など、多岐に及んでいるとはすごいなと思いました。

80代 男性 大変為になりました。良かったです。

30代 女性 被災時の感染対策、感染時等の対応に関する研修会があれば参加してみたいです。

区分

６



大田原市ホームページ掲載
令和7年2月13日に「えんがお」でいきいき美容教室を開催

７



大田原市ホームページ掲載

令和7年4月17日に川西高齢者ほほえみセンターでいきいき美容教室を開催
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官民連携事業の取組 まちなかCafé atスタバ
周知用ホームページ掲載用

9



ホームページ掲載用 周知用
官民連携事業の取組
まちなかCafé atドトール 10



ホームページ掲載用 周知用官民連携事業の取組
まちなかCafé atマック 11



第１層協議体年間スケジュール
4 5 6

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 1 2 3 1 2 3 4 5 6 7

6 7 8 9 10 11 12 4 5 6 7 8 9 10 8 9 10 11 12 13 14

13 14 15 16 17 18 19 11 12 13 14 15 16 17 15 16 17 18 19 20 21

20 21 22 23 24 25 26 18 19 20 21 22 23 24 22 23 24 25 26 27 28

27 28 29 30 25 26 27 28 29 30 31 29 30

7 8 9
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 1 2 1 2 3 4 5 6

6 7 8 9 10 11 12 3 4 5 6 7 8 9 7 8 9 10 11 12 13

13 14 15 16 17 18 19 10 11 12 13 14 15 16 14 15 16 17 18 19 20

20 21 22 23 24 25 26 17 18 19 20 21 22 23 21 22 23 24 25 26 27

27 28 29 30 31 24 25 26 27 28 29 30 28 29 30

31

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 1 1 2 3 4 5 6

5 6 7 8 9 10 11 2 3 4 5 6 7 8 7 8 9 10 11 12 13

12 13 14 15 16 17 18 9 10 11 12 13 14 15 14 15 16 17 18 19 20

19 20 21 22 23 24 25 16 17 18 19 20 21 22 21 22 23 24 25 26 27

26 27 28 29 30 31 23 24 25 26 27 28 29 28 29 30 31

30

1 2 3
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5 6 7

4 5 6 7 8 9 10 8 9 10 11 12 13 14 8 9 10 11 12 13 14

11 12 13 14 15 16 17 15 16 17 18 19 20 21 15 16 17 18 19 20 21

18 19 20 21 22 23 24 22 23 24 25 26 27 28 22 23 24 25 26 27 28

25 26 27 28 29 30 31 29 30 31

協議体会議

SeptemberAugust

December

July

2025 2025 2025October November10

2025 2025 2025

11 12

2025 2025

2025年度 年間カレンダー

April2025 JuneMay

March2026 January 2026 February 2026

内　　容 会　場

5/9 (金)
第１層協議体会議（第１回目）
・令和７年度の事業計画について 本庁舎301・302会議室

7/11 (金) 第１層協議体会議（第２回目） 本庁舎102会議室

7/19 (土) サマービューティーヘルスセミナー
那須野が原ハーモニー
ホール　交流ホール

9/3（水）

大田原市、那須塩原市、那須町、矢板市
１層・２層事例発表会
パネルディスカッション
情報交換・交流会

ハーモニーホール
多目的ホール

9/5 (金) 第１層協議体会議（第３回目） 本庁舎301会議室

先進地視察研修 未定

イベント予定
・内容

ハーモニーホール
多目的ホール

第１層と第２層協議体の意見交換会
・第１層協議体の活動について
・第２層協議体の活動について
・共通のテーマを決めて話し合い

11/28 (金) 第１層協議体会議（第４回目） 本庁舎301会議室

1/30 (金) 第１層協議体会議（第５回目） 本庁舎301会議室

3/19 (木) 第１層協議体会議（第６回目） 本庁舎301・302会議室

日　程

10月上旬

10月中旬～
10月下旬

9月下旬～
10月上旬
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サマービューティーヘルスセミナーの開催について 13
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